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は63.0％というように出現率が高くなること
が指摘されている。
　授乳様式と就眠様式に着目した遠藤（1990）
では、移行対象所有者は、母乳群、混合乳群、
人工乳群の順に、授乳は子どもの欲求に合わ
せる、母親主導、規則的の順に、母親が添い
寝、子どもが、むずかる時のみ母親が添い寝、
母親以外が添い寝、一人寝の順に多くなるこ
とが見出されている。
　きょうだい関係については、第一子と第二
子との出生間隔が小さいほど第二子の移行対
象出現率が高くなること（遠藤　1991）、弟
妹がいる群程、退行現象との関連で移行対象
を手放す時期が遅いこと（池内他2004）が指
摘されている。
　また、夫婦間ストレスの影響については、
移行対象所有群の方が、移行対象非所有群よ
り有意に妻の夫婦関係における満足度が低い
ことが示されている（池内他　2004）。
　出現率に関しては、母親に対する調査では、
日本人は30～40％、本人に対しての回顧的な
調査では50％以上という結果であるが、この
出現率に社会・文化・人々の意識の変化など
の時代的な変遷による影響はないのであろう
か。
問題
　Winnicott, D.W.の着目した移行対象という
現象については多くの実証的研究がなされて
いる。出現率については、遠藤（1990）には、
諸々の先行研究から、欧米では66％、ローマ
在住のアングロサクソン人では61.5％、イタ
リア農村部では、4.9％、韓国では18.0％（た
だしアメリカで育った韓国人は34.0％）、中
国6.5％、インド南西部、アフリカのガボン
では皆無であること、が紹介されている。ま
た日本については、藤井（1985）の調査で
31.1 ％、 遠 藤（1990） で は38.0 ％、Hobara, 
M.（2003）では38.0％となっている。これら
の結果から、移行対象所有の有無には、文化
的な生活環境の違いが影響すると考えられる。
　日本では30～40％の出現率という結果であ
るが、これらの研究は母親へのアンケート調
査であり、王（2016）では、母親の中には、
移行対象に対してネガティブなイメージを
持っている者がいるため、母親よりも本人を
対象とした調査では出現率が高くなるという
森定の研究が紹介され、日本人については、
中根（1994）では54.9％、森定（1999）では
62.0％、信田（2009）では85.5％、王（2016）
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の頃の出生数は150万人から269万人であり、
完結出生児数は4.27人から3.60人である。青
年期（1960年から1975年頃）の頃の女子の大
学・短大等の高等教育機関への進学率は2.5％
から12.7％であり（文部科学省2019）、1970
年から1980年頃の初婚年齢は24.2歳から25.2
歳である（内閣府2019）。
　2018年の学生の母親の世代の出生時期は
1960年代から1970年代であり、彼らは日本が
急激な発展を遂げた高度経済成長期に乳幼児
期を過ごしている。このころは松田道雄の「育
児の百科」（1967）に代表される戦前からの
育児法の他に、アメリカでは既に第二次世界
大戦直後に刊行されていたスポック博士の
「スポック博士の育児書」が普及し、母乳よ
りも人工乳を推奨し、泣いていても抱き癖が
つかないように抱かないといった育児法が注
目された時期である。この頃の出生数は150
万人から200万人であり、完結出生児数は2.83
人から2.29人である。1980年頃から、学校崩
壊、家庭内暴力などが問題化し、彼らはこの
時期に中等教育を受けていた。青年期（1980
年から1995年頃）には、女子の大学・短大等
の高等教育機関への進学率は12.3％から
22.9％であり、高学歴の母親が20年前の倍近
くに増えてきた。1990年から2000年ごろの初
婚年齢は25.9歳から27.0歳であり、前述の通
り、1990年代前半は専業主婦の世帯と共働き
世帯とが拮抗し、後半から共働き世帯が増え
てきた時期であるので、共働き世帯が多数を
占めるようになった、その一番初めの時期に、
2018年の調査対象者たちは誕生していること
になる。
　1998年は、乳幼児突然死症候群が、うつぶ
せ寝、母乳栄養でない児、両親の喫煙により
3.00から4.83倍多く発生するという報告（厚
　本研究では、青年期に達した本人が自分の
養育者にインタビューすることにより、より
正確な出現率を導き出すことを目指し、さら
に20年の間隔をおいて同一条件で調査を施行
し、年代による出現率の違いの有無とその要
因を検討することを目的とする。
　育児法、養育者の意識の変化、少子化、核
家族化、欧米化等の時代的な変遷の影響によ
り、移行対象所有者は増加の傾向にあると予
測する。
　本研究では、子どもの就眠時の様子と移行
対象、移行対象相当物等の所有の有無、扱い
方について、高等教育を受けて２年目の学生
（19歳～20歳）を対象に、1998年と2018年の
12月の時点での調査結果を比較する。
　1998年時調査の学生は1978年前後の出生、
2018年時調査の学生は1998年前後の出生であ
る。
　専業主婦と共働きの世帯の割合についてみ
ていくと、1980年には雇用者の共働き世帯は
614万世帯、男性雇用者と無業の妻から成る
世 帯 は1,114万 世 帯 で あった。1991年 か ら
1994年の間に両世帯は均衡し、その後急激に
共働き世帯が増加していく。1997年の時点で
は共働き世帯が1,188万世帯、男性雇用者と
無業の妻の世帯は641万世帯となっている（内
閣府2018年）。すなわち1998年調査の学生た
ちの家庭は、乳幼児期の頃、専業主婦が多く、
2018年調査の学生たちの家庭は、共働きであ
る家庭が多いと考えられる。
母親の育った時代的背景
　1998年の学生の母親の世代の出生時期は
1940年代から1950年代であり、彼らは戦後の
混乱期から復興を遂げて高度経済成長期に入
る直前の時期に乳幼児期を過ごしている。そ
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践されるようになってきたベビーサインなど
の育児法も以前には存在しなかったものであ
る。育児法は社会・文化の変化や、科学の進
歩に伴い新しい知見等が得られることなどに
より、無意識のうちにダイナミックに変化し
ている。
方法
調査対象者及び調査時期
　1998年の調査対象者は、埼玉県内の短期大
学２年次在籍中の学生70名 （女子70名）であ
り、2018年の調査対象者は、埼玉県内の４年
制大学２年次在学中の学生61名（女子45名　
男子16名）である。1998年の対象者は1978年
前後の出生、2018年の対象者は1998年前後の
出生である。
　調査時期に関しては、1998年12月と2018年
12月にそれぞれ調査を行った。
手続き
　調査対象者が、本人を直接養育した養育者
（多くは母親）にインタビューをし、それを
レポートにまとめて報告する形式で資料を収
集した。
　インタビューの内容は下記の通りである。
１子どもが移行対象を所有していた場合、養
育者（母親）のそれに対する思い出や気持
ち
２子どもが移行対象を所有していた場合の内
容
３子どもの入眠時の様子
４きょうだいの移行対象所有の有無
５インタビューを終えての本人（子ども）の
感想
生省1998　３月）を受けて、現在ではあまり
推奨されていないうつぶせ寝が、頭の形がよ
くなるということで多く実践されていた終末
の時期に当たる。調査対象者たちが誕生する
少し前の1996年には、小型ゲーム機であるた
まごっちが発売された。子どもたちのみなら
ず、子育て中の母親までもが、たまごっちに
夢中になり、その風刺画が1997年当時の新聞
記事に見られる程であった（山井　1997）。
この風刺画はこのころの、我が子の育児より
も自分の享楽を優先する母親の出現を示唆し
ていると考えられる。その後携帯電話が急速
に進歩・普及してきた。そして、現在ではス
マホの画面に夢中になり、我が子に視線が行
かない養育者が散見される。
　因みに、それ以降の女子の大学・短大等の
高等教育機関への進学率は2000年の時点で
31.5％、2010年の時点で45.2％、そして現在
（2019年の時点）では50.7％となっており、
また初婚年齢については2003年の時点で27.6
歳となっている。出生数は2017年の時点で94
万人余り、完結出生児数は2011年時点で1.94
人というように、益々高学歴で有職の母親が
増え、さらに出産の高齢化、少子化が進んで
いる（厚生労働省　2018；国立社会保障・人
口問題研究所　2015）。
　現在では、祖父母向けの孫育児に関するパ
ンフレット（さいたま市2015）の「ここが変
わった！子育ての昔と今」という頁に、抱っ
こ・授乳・卒乳の時期・うつぶせ寝・離乳食
のすすめ方・虫歯の予防・オムツはずれ・日
光浴・歩行器について、祖父母が現役の父母
であった頃（1980年から1995年頃を想定して
いると考えられる）との違いが解説されてい
る。
　例えば今では乳幼児のいる多くの家庭で実
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15名、タオル・タオルケット（不特定タオル
１名を含む）14名、ガーゼ４名、枕４名、毛
布２名、その他10名（防水シート１名、クッ
ション１名、車輪付きの動物玩具１名、母親
のバッグ１名、母親のパジャマ１名、サテン
の布１名、スプーンと皿１名、カップラーメ
ン１名、香水１名、ペットの犬１名）であっ
た。
　20年を経ても移行対象の内容については、
あまり変化はみられない。井原（1996）の症
例でも紹介されているように、ペットも移行
対象的な存在としてとらえられている。1998
年と2018年の両調査で１名ずつ犬が挙げられ
ているが、どちらの場合も、子ども本人が生
まれた時から飼われていたペットの犬と常時
行動を共にし、養育者不在の寂しい時、入眠
時などいつもその犬がそばにいたことが報告
されている。
きょうだいの移行対象の有無
　1998年の調査対象者のうち、９名が、2018
年では11名が一人子であるので、きょうだい
がいる者は、1998年が61名、2018年が50名で
ある。
　1998年と2018年の調査対象者のうち、移行
対象所有者のきょうだいの移行対象所有の有
無をTable2に示す。また移行対象非所有者
のきょうだいの移行対象所有の有無について
はTable3に示す。1998年の調査では、移行
結果及び考察
移行対象の有無
1998年と2018年の調査対象者の移行対象所有
の有無をTable1に示す。
　幼児期の移行対象所有については、1998年
よりも2018年の調査対象者に移行対象を所有
し て い た も の が 多 く、1998年 に は25.0 ％、
2018年には66.3％の者が、移行対象を所有し
ていたと報告している。20年間で明らかに移
行対象保有者が増えている。
　2018年調査の調査では男子学生16名のうち
11名が移行対象を所有しており、女子は45名
中27名が所有していたが、性別に有意差は見
られなかった。
移行対象の内容
　移行対象を所有している者の移行対象の内
容（複数回答）は次の通りである。
　1998年時調査では多い順に、ぬいぐるみ（不
特定のぬいぐるみ２名を含む）13名、タオル・
タオルケット（母親のタオルケット１名を含
む）５名、その他12名（ガーゼ１名、ハンカ
チーフ１名、枕１名、バービー人形１名、サ
テンのリボン１名、サテンの布１名、カーディ
ガン１名、布団１名、ノート１名、ポシェッ
ト１名、ランニングシャツ１名、ペットの犬
１名）であり、2018年時調査では多い順に、
ぬいぐるみ（不特定のぬいぐるみ１名を含む）
Table1　年代別・移行対象所有の有無
（人数）
移行対象所有 移行対象非所有 計
1998 28 42 70
2018 38 23 61
　計 66 65 131
χ²＝6.481　　ｐ＝0.0109
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家族で父親不在のため子育てを一人でしなけ
ればならなかった状況も述べられている
（Table4参照）。
　移行対象非所有者のきょうだいもまた移行
対象を所有していない場合、1998年の調査で
は、専業主婦であったり、祖父母と同居した
りしていること、身体接触をして、母親自身
が移行対象的な存在となっていることや、指
しゃぶり・おしゃぶりなどの先駆物を持たせ
たことが理由として挙げられている。2018年
の調査では、祖父母との同居や先駆物の使用
の他にきょうだい数の多さが理由として挙げ
られている。核家族であってもきょうだい達
が母親の代わり、母親の存在を補う役割を果
たしていると考えられる（Table7参照）。
　きょうだいの中に、移行対象を所有してい
る者がいる場合、1998年の調査では、第一子
と第二子との年齢が近く、第二子の誕生で授
乳の間、第一子に手が回らなかったので第一
子が移行対象を所有するようになった、逆に
第一子と第二子との年齢が離れているので、
第一子には手を掛けることができたので第一
対象所有者のきょうだいの70.8％が、2018年
の調査では、7.2％が移行対象を所有してい
ない。
　1998年では本人が移行対象を所有していて
も、きょうだいは所有していない場合が多く、
2018年ではきょうだいも所有している場合が
多いということである。この理由として、養
育者（主に母親）たちの主な感想をTable4・
Table5・Table6・Table7に示す。
　移行対象所有者のきょうだいも移行対象を
所有している場合、1998年の調査では移行対
象が出現した理由として、 母親の就労、双生
児であるので同時に２児の世話をしなければ
ならなかったという、子どもへの関わり方の
少なさが挙げられ、母親の気持ちとしては母
親自身の愛情不足の表れであり、子どもに満
ち足りない気持ちを持たせたことを悔いてい
るような発言がみられる。2018年の調査では、
子どもへの関わり方の少なさの他に、故意に
移行対象を持たせたり、移行対象を持たせる
ことにより自身が子どもから物理的に解放さ
れることを期待する発言がみられる。また核
Table2　移行対象所有者のきょうだいの移行対象所有の有無
（人数）
きょうだい移行対象所有 きょうだい移行対象非所有 計
1998 7 17 24
2018 23 9 32
　計 30 26 56
χ²＝10.057　　ｐ＝0.0015
Table3　移行対象非所有者のきょうだいの移行対象所有の有無
（人数）
きょうだい移行対象所有 きょうだい移行対象非所有 計
1998 13 24 37
2018 6 12 18
　計 19 36 55
χ²＝0.017　　ｐ＝0.8951
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子どもにある程度手がかからなくなると復職
する母親はこの世代から増えている。移行対
象を所有していない子どもには先駆物（お
しゃぶり・指しゃぶり）がみられる。1998年
の調査の母親は自主的に身体接触をしたと述
べているが、2018年の調査の母親たちは、間
接的な身体接触を伴わない先駆物を用いてい
るということである（Table5・Table6参照）。
　移行対象所有者の増加の要因としては、20
年間の間に核家族化が進み、さらに母親の就
業率が高まったことにより母親が子どもと関
子は移行対象を所有していないが、その代わ
り、第二子に手が回らないため第二子が移行
対象を持つようになった事例がみられる。ま
た共働きで移行対象を持たせることに罪悪感
がなかったという発言もみられる。一方、移
行対象を所有していても身体接触をして情緒
の安定を図ろうと努力しているとの発言もあ
る。2018年の調査では、第一子の時は無職、
第二子以降有職者となったこと、母乳から人
工乳に替わったことなどが理由として挙げら
れている。結婚して一度は家庭に入っても、
Table4　移行対象所有者のきょうだいも移行対象を所有している主な理由・発言
Table5　移行対象非所有者のきょうだいは移行対象を所有している主な理由・母親の発言
1998年
・共働きで、保育園に預けられる時の不安解消に用いた
・愛情不足なのだと思う
・双生児だったので、育児が大変だった
・親としては止めさせたかったが、精神的に安心するようなので、無理には取り上げなかった。何か物足りず、
満ち足りないのかと思った
2018年
・父親が、海外出張が多く、子育てを一人でしていた
・第一子が使用していたので第二子にも用意した
・下のきょうだいの面倒をみるため、上の子どもに手を掛けられなくなった
・遅くまで勤めており、忙しかった
・手間がかからず、あると便利、楽である
・母乳で授乳する期間が短かった
1998年
・末っ子が所有していたが、離すまで放っておこうと思った
・第二子が早くに誕生したので、移行対象を持った。授乳の間、一人で遊んで待っていた
・移行対象は持っていたが、抱っこおんぶなどの身体接触をよくした
・共働きで子どもを見る時間がなかった。移行対象を持たせたり、おしゃぶりを持たせること、一人寝をさせる
ことを気にしなかった
・移行対象は所有していたが、耳たぶを触らせたり、身体接触をしたりして情緒の安定を図った
2018年
・第一子の時には無職で子どもと一緒に過ごせる時間があったが、第二子以降の時は就労しており、手を掛けら
れなくなった
・仕事を始めた
・母乳が出なくなったため人工乳になった
・性格的にあまりものに執着しない子どもは移行対象を持っていない
― 111 ―
乳幼児の移行対象と就眠時行動に関する一考察
わる時間が減少してきたことや身体接触の機
会が減ってきたことなどの影響が考えられる。
　乳母車（ベビーカー）を畳まずに電車に乗
り込む時に、電車のドアに挟まれそのまま発
車した電車に引きずられる事故が多発した時
期があった。最近はバリアフリーの観点から
電車やバスの車内に乳母車の置き場を確保す
るようにもなってきた。ふた昔前には、乗車
時に母親たちは乳母車を畳んで乗り込み、子
どもを膝の上に乗せて語り掛けあやす風景が
よく見られたが、一昔前ごろから乳母車が大
型化したこともあるのかもしれないが乳母車
に子どもを乗せたまま無言で過ごす母子をよ
く見かけるようになった。このようなところ
からも以前より母子間の身体接触が減ってき
たと感ずる。2008年の母親へのアンケート調
査（未発表）では、「子どもが３人いて、電車
に乗る時に、乳母車を畳みたいと思っても、
両手に子ども、乳母車に赤ん坊と荷物を乗せ
ているので畳むことは不可能だ」との意見が
みられた。核家族化で人に頼ることもできず
に一人で育児に奮闘している母親の姿がここ
にある（赤津　2009参照）。育児不安につい
ての大日向他（1988）の研究では、その当時
Table6　移行対象所有者のきょうだいは移行対象を所有していない主な理由・母親の発言
Table7　移行対象非保有者のきょうだいも移行対象を所有していない主な理由・母親の発言
1998年
・第一子で構うことができた
・胸を触らせた。いつかは止めるだろうと思い、自由にさせていた。
・共働きで第二子誕生後父親が死亡した。第二子は指しゃぶりを始めた
2018年
・母親への身体接触（眉毛を触る）をしていた
・おしゃぶりを使用していた
・指しゃぶりをしていた
1998年
・母親は専業主婦で、夜泣きをする時にはドライブに連れ出して気を紛らわせた
・出生後すぐに入院をし、病院でおしゃぶりを推奨されるが、嫌で吐き出すと指しゃぶりを許可された
・背中をトントンするとすぐに寝た
・子育てが楽しかった
・祖母と一緒だった
・耳たぶを気のすむまで触らせた
・意識的に移行対象を持たせないようにした。母親の乳房を触らせた
・共働きであったが、祖父母が同居しており、よく面倒をみてくれた
・泣くとすぐに授乳。身体接触を心掛けた
2018年
・第一子と本人（第二子）は指しゃぶり、末っ子（第三子）は母親にまとわりついていたので所有していなかった
・祖父母が母の代わりだった
・身体接触を心掛けた
・きょうだいが多いため移行対象がなかった
・寂しさ、欲求不満がなかった
・きょうだいがお互いに移行対象的な存在だった
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就眠時行動の内容
　入眠までの子ども達の行動（複数回答）に
ついては移行対象の所有の有無別にTable8、
Table9、Table10、Table11、Table12に示す。
　1998年の調査時の移行対象所有者と非所有
者に有意差が出ている（Table8参照）。移行
にすでに父親の精神的サポートの重要性につ
いて、指摘されているが、父親の協力が得ら
れることは核家族化が進む現在では、子ども
を育てるためには必要不可欠なことである。
Table8　就眠時行動　1998年移行対象所有者・1998年移行対象非所有者（複数回答）
Table9　就眠時行動　2018年移行対象所有者・2018年移行対象非所有者（複数回答）
Table10　就眠時行動　1998年移行対象所有者・2018年移行対象所有者（複数回答）
（人数）
1998年移行対象有 1998年移行対象無 計
母親との身体接触 5 24 29
指しゃぶり 6 8 14
おしゃぶり 0 2 2
絵本・素話等 4 12 16
子守歌 3 2 5
他 4 29 33
　計 22 77 99
χ²＝10.847　　ｐ＝0.0602
（人数）
2018年移行対象有 2018年移行対象無 計
母親との身体接触 5 8 13
指しゃぶり 3 9 12
おしゃぶり 0 3 3
絵本・素話等 4 4 8
子守歌 3 0 3
他 8 13 21
　計 23 37 60
χ²＝8.055　　ｐ＝0.1532
（人数）
1998年移行対象有 2018年移行対象有 計
移行対象使用 23 27 50
母親との身体接触 5 5 10
指しゃぶり 6 3 9
絵本・素話等 4 4 8
子守歌 3 3 6
他 4 8 12
　計 45 50 95
χ²＝2.397　　ｐ＝0.7919
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対象非所有者は就眠時に母親との身体接触が
多く、また添い寝をしながら絵本の読み聞か
せや素話などを聞かせている。身体接触の具
体的な内容としては、母親の耳たぶを触る・
腕を触る・乳房を触る・首筋を触る・おんぶ・
抱っこおんぶ・抱っこ・母親が背中をトント
ンするなどである。
　2018年の調査では移行対象所有者と非所有
者とには差はみられない。移行対象非所有者
も身体接触は多くはない。また子守歌は皆無
である。移行対象は用いないが先駆物である
指しゃぶりをする者、おしゃぶりを使用する
者がいる。これらは母親がそばに存在してい
なくても使用できるものである。また、就眠
時の行動パターンは1998年の調査対象者より
も種類が少ない。
　移行対象については1998年、2018年の調査
共に、就眠時の使い方には違いはみられず、
一次性移行対象のタオル・タオルケット・毛
布などは手指や足指に絡ませたり、匂いを嗅
いだり、噛んだり、身体全体をくるませたり
して使用している。また二次性移行対象のぬ
いぐるみについては、抱えたり、傍に侍らせ
たりして使用している。また、就眠時には移
行対象を用いない者もいる。1998年と2018年
のどちらの移行対象所有者も、就眠時には、
おしゃぶりを使用していない（Table10参照）
インタビューを終えての子どもたちの感想
　子ども達は1998年、2019年どちらの調査時
であっても、移行対象所有の有無にかかわら
ず、ほとんどの調査対象者が、インタビュー
Table11　就眠時行動　1998年移行対象非所有者・2018年移行対象非所有者（複数回答）
Table12　就眠時行動　1998年移行対象所有者・2018年移行対象非所有者（複数回答）
（人数）
1998年移行対象無 2018年移行対象無 計
母親との身体接触 24 8 32
指しゃぶり 8 9 17
おしゃぶり 2 3 8
絵本・素話等 12 4 16
子守歌 2 0 2
他 29 13 42
　計 77 37 114
χ²＝7.206　　ｐ＝0.2058
（人数）
1998年移行対象有 2018年移行対象無 計
母親との身体接触 5 8 13
指しゃぶり 6 9 15
おしゃぶり 0 3 3
絵本・素話等 4 4 8
子守歌 3 0 3
他 4 13 17
　計 22 37 59
χ²＝8.813　　ｐ＝0.1168
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まとめ
　1998年と2018年に同じ条件で調査を行った
結果、移行対象の所有率は20年の間に増加し
ていることが分かった。
　その原因としては身体接触の減少、核家族
化、母親の就労等で育児のサポートをしてく
れる人が身近にいない、忙しく子どもとのか
かわりに多くの時間を割くことができないこ
となどが挙げられた。
　きょうだいがいる場合には、母親の、子ど
ものケアが分散され、移行対象を所有するよ
うになる場合と、きょうだいが多いと母親の
役割をサポートしてくれて移行対象は出現し
ない場合があることが事例から示された。
　就眠時行動については、1998年の調査対象
者の母親たちは、子どもの乳幼児期に身体接
触を多く行い、2018年の調査対象者の母親た
ちは、20年前よりも身体接触が減り、母親が
その場にいなくても使用できるおしゃぶりや
指しゃぶりの使用率が増えている。また、就
眠時の行動パターンは20年前の調査時の方が
多様で豊かであったことが示唆された。
　移行対象は子どもたちにとって心の支えが
得られない場合には、子どもの心の安定を図
るために有効な手段となるものであり（井原　
1996）、核家族化、母親の就業率の増加が進
む日本では今後もその所有者は増えていくも
のと予想される。
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